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はじめにはじめに

デジタルカメラ本体 リチウムイオン充電池
（NP-20）

USBクレードル
（CA-30）

専用ACアダプター
（AD-C52J）

ストラップ CD-ROM

USBケーブル AVケーブル 取扱説明書

取扱説明書
（保証書付き）

付属品の確認

箱を開けたら、まず以下の付属品が全部そろっているかどうかをご確認ください。もし、これらの付属品が全部そろっていなかった場合
は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
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あらかじめご承知いただきたいこと

•本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
•本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一
ご不審な点や誤りなど、お気付きのことがありましたらご連絡
ください。

•本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されていま
す。また、個人としてご利用になるほかは、著作権法上、当社
に無断では使用できません。

•万一、本機使用や故障により生じた損害、逸失利益または第三
者からのいかなる請求についても、当社では一切その責任を負
えませんので、あらかじめご了承ください。

•万一、Photo Loader、Photohands使用により生じた損害、
逸失利益または第三者からのいかなる請求についても、当社では
一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。

•故障、修理、その他の理由に起因するメモリー内容の消失によ
る、損害および逸失利益等につきまして、当社では一切その責
任を負えませんので、あらかじめご了承ください。

•取扱説明書に記載している画面やイラストは、実際の製品と異
なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

■液晶パネルについて

液晶モニターに使用されている液晶パネルは、非常に高精度な技
術で作られており、99.99%以上の有効画素がありますが、
0.01%未満の画素欠けや常時点灯するものがありますので、あ
らかじめご了承ください。

■著作権について

個人で楽しむ場合などのほかは、画像／動画フォーマットファイ
ル、音声／音楽フォーマットファイルを権利者に無断で複製する
ことは著作権法や国際条約で固く禁じられています。また、これ
らのファイルを有償・無償に関わらず権利者に無断でネット上で
記載したり、第三者に配付したりすることも著作権法や国際条約
で固く禁止されています。万一、本機が著作権法上の違法行為に
使用された場合、当社では一切その責任を負えませんので、あら
かじめご了承ください。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会
（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。この装
置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、こ
の装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用され
ると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書
に従って正しい取り扱いをしてください。

本文中の以下の用語は、それぞれ各社の登録商標または商標です。

• SDロゴは登録商標です。
•Windows、Internet Explorer、Windows Mediaおよび
DirectXは米国マイクロソフト社の商標です。

• MacintoshおよびQuickTimeは米国アップルコンピューター
社の商標です。

• MultiMediaCardTMは、独Infineon Technologies AG社の
商標であり、MMCA(MultiMediaCard Association)にライ
センスされています。
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本機の特徴

•有効画素数600万画素
CCD総画素数618万画素の高画質CCDを搭載。
きめ細やかな高画質画像が撮影できます。

• 2.2型TFTカラー液晶モニターを搭載

• 8.3MBメモリーを内蔵
メモリーカードを使用しなくても撮影ができます。

• USBクレードルを同梱
充電（29ページ）、スライドショー（107ページ）、テレビへの
画像出力（114ページ）、パソコンへの画像転送（148ページ）
が可能です。

•ダイレクトONボタンを搭載（34ページ）
撮りたいときは【 】（REC）、見たいときは【 】(PLAY）を押
すだけですぐに希望のモードで起動できます。

•暗い場所でのオートフォーカス精度を向上させるAF補助光を
搭載（43ページ）

• 12倍ズームを搭載（46ページ）
光学ズーム3倍／デジタルズーム4倍

•フラッシュアシスト機能を搭載（51ページ）
フラッシュ撮影時のフラッシュ光量の不足を補正し、明るい画
像を撮影することができます。

• Adobe、Readerは、Adobe Systems Incorporated（アド
ビシステムズ社）の米国ならびに他の国における商標または登録
商標です。

• Ulead VideoStudioは、ユーリードシステムズ株式会社の登
録商標です。

•その他の社名および商品名は、それぞれ各社の登録商標または
商標です。

• Photo Loader、Photohandsはカシオ計算機（株）の著作物
であり、上記を除き、これにかかわる著作物およびその他の権
利はすべてカシオ計算機（株）に帰属します。

B
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•ビジネスショット機能を搭載（72ページ）
名刺や書類、ホワイトボードなどを斜めから撮影しても、正面
から撮影したように自動的に補正します。

•よみがえりショット機能を搭載（74ページ）
古く色あせた写真を撮影／補正して、最新のデジタル写真とし
て蘇らせることができます。

•高画質音声付きムービー撮影機能を搭載（76ページ）
VGAサイズ、30fps、AVI形式、MPEG-4準拠

•ダイレクトムービーボタンを搭載（78、82ページ）
【 】(MOVIE)を押すだけで、すぐに動画を撮影することがで
きます。また、動画撮影中に【シャッター】を押せば、動画撮影
中でも静止画撮影ができます。

•さまざまな動画撮影機能を搭載（77ページ）
標準的な動画を撮影する「ムービー」に加え、【 】(MOVIE)を
1回押すと、その前後の数秒間の動画が記録される「ショート
ムービー」、【 】(MOVIE)を押す約5秒前から動画が記録さ
れ、決定的瞬間の撮り逃しを防ぐことができる「パストムー
ビー」、あらかじめ収録されているシーンの中から撮影したい
シーンを選び、煩わしい設定をカメラにまかせることができる
「ベストショットモード」を搭載しています。

•モーションプリント機能を搭載（79、104ページ）
本機で撮影した動画から印刷に適した静止画を作ることができ
ます。静止画のレイアウトは9コマと1コマの2種類です。

•トリプルセルフタイマーモードを搭載（52ページ）
セルフタイマー撮影を自動的に3回繰り返すモードを搭載して
います。

•オートマクロ機能を搭載（57ページ）
オートフォーカスモードに設定していても、オートフォーカス
モードの範囲よりも近距離に被写体があった場合は、自動的に
マクロモードに切り替えます。

•クイックシャッター機能を搭載（58ページ）
シャッター半押しによるオートフォーカスが完了する前に、
シャッターを全押しすると、オートフォーカスを作動せずに撮
影することができます。オートフォーカスにかかる時間が削減
できます。

•オートフォーカスエリアの切り替え機能を搭載（58ページ）
オートフォーカスのエリアを“  マルチ”に切り替えることに
より、9つのポイントを同時に測距して、最適なピント位置を
カメラが自動的に判断することができます。

•ベストショット機能を搭載（66ページ）
煩わしい設定をカメラが自動的に行うので、簡単に綺麗な画像
を撮ることができます。また、ブレ軽減、高感度などの新シー
ンが追加されています。本機ではワンタッチでシーンを呼び出
せる【BS】（BEST SHOT）ボタンを搭載し、さらに使いやすく
なっています。

C
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はじめに

•画像撮影後、続けて音声も録音可能な音声付き静止画撮影
モードを搭載（83ページ）

•音声を録音することができるボイスレコード機能を搭載
（84ページ）

•リアルタイムRGBヒストグラム機能を搭載（86ページ）
ヒストグラム表示を確認しながら露出の調節ができます。難し
い露出条件でも、意図した露出の画像が手軽に撮影できます。

•カレンダー表示が可能（106ページ）
1ヶ月分のカレンダー表示の日付上に、その日に記録した最初
のファイルを表示させることができ、再生したいファイルを素
早く探すことができます。

•ワールドタイム機能を搭載（128ページ）
簡単に現地の時間にセットできます。世界162都市（32タイム
ゾーン）に対応しています。

•拡張用メモリーカードとしてSDメモリーカードとMMC
（マルチメディアカード）に対応（135ページ）

• DPOF（Digital Print Order Format）に対応（141ページ）
同規格に準じたデジタルDPEサービスを簡単に利用することが
可能です。

• PictBridge、USB DIRECT - PRINTに対応（143ページ）
この規格に対応したプリンタに直接接続して、画像を印刷する
ことができます。

• PRINT Image MatchingⅢに対応（147ページ）
PRINT Image MatchingⅢ対応プリンタでの出力および対応
ソフトウエアでの画像処理において、撮影時の状況や撮影者の
意図を忠実に反映させることが可能です。

• DCF（Design rule for Camera File system）に対応
（158ページ）
同規格に準じた他の機器との互換性があります。

• Photo Loader、Photohandsを付属
（164、166、173ページ）
好評な自動取り込み機能を備えたPhoto Loaderを付属。レ
タッチ機能を備えたPhotohandsも付属。更に多彩に画像を活
用できます。

• Ulead VideoStudioおまかせモードSE VCDを付属
（170ページ）
撮影した動画ファイルをパソコンで編集したり、VideoCDを
作成できるソフトウェアを付属。ソフトのアップグレードによ
り、DVDプレーヤーで表示できるようにファイルを変換するこ
とができます。
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はじめに

■使用環境について
•使用できる温度の範囲は、0℃～40℃です。
•次のような場所には置かないでください。

－直射日光のあたる場所、湿気やホコリの多い場所
－冷暖房装置の近くなど極端に温度、湿度が変化する場所
－日中の車内、振動の多い場所

■結露について
•真冬に寒い屋外から暖房してある室内に移動するなど、急激に
温度差の大きい場所へ移動すると、本機の内部や外部に水滴が
付く（結露）ことがあります。結露は故障の原因になりますの
で、ご注意ください。結露を防ぐには、温度差の大きな場所の
間を移動する前に、本機をビニール袋で密封しておき、移動後
に本機を周囲の温度に充分慣らしてから取り出して、電池カ
バーを開けたまま数時間放置してください。

使用上のご注意

■撮影前のご注意（ためし撮りをしてください）
必ず事前にためし撮りをして、カメラに画像が正常に記録されて
いることを確認してください。

■データエラーのご注意
•本機は精密な電子部品で構成されており、以下のお取り扱いを
すると内部のデータが破壊される恐れがあります。

－カメラの動作中に電池やメモリーカードを抜いたり、USBク
レードルにセットした

－電源を切ったときに【動作確認用ランプ】が緑色に点滅してい
る状態で電池やメモリーカードを抜いたり、USBクレード
ルにセットした

－通信中にUSBケーブルがはずれたり、USBクレードルから
カメラやACアダプターがはずれた

－消耗した電池を使用し続けた
－その他の異常操作

このような場合、画面にメッセージが表示される場合があります
（188ページ）。画面に対応した処置をお願いいたします。
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はじめに

■電源について
•電池は、必ず専用リチウムイオン充電池NP-20をお使いくだ
さい。他の電池は使用できません。

•本機には時計専用の電池は入っておりません。電池やUSBク
レードルで電源が供給されていないと、約24時間で日時がリ
セットされますので、その場合は再度設定してください（127
ページ）。

■レンズについて
•レンズ面は強くこすったりしないでください。レンズ面に傷が
付いたり、故障の原因となります。

•レンズの特性（歪曲収差）により、撮影した画像の直線が歪む（曲
がる）場合がありますが、故障ではありません。

■カメラのお手入れについて
•レンズ面が指紋やゴミなどで汚れていると、カメラ本体の性能
が十分に発揮できませんので、レンズ面には触れないでくださ
い。レンズ面の汚れは、ブロアー等でゴミやホコリを軽く吹き
払ってから、乾いた柔らかい布で軽く拭いてください。

•フラッシュ面が指紋やゴミなどで汚れていると、カメラ本体の
性能が十分に発揮できませんので、フラッシュ面には触れない
でください。フラッシュ面の汚れは、乾いた柔らかい布で軽く
拭いてください。

•本機が汚れた場合は、乾いた柔らかい布で拭いてください。

■その他の注意
•使用中、本機は若干熱を持ちますが、故障ではありません。
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早分かりガイド早分かりガイド

はじめに電池を充電する

1. 電池を入れます（28ページ）。

1

【ストッパー】

3

2. カメラをUSBクレードルにセットして、電池を充電します（29ページ）。
• 約2時間でフル充電されます。

1

2

2

【CHARGEランプ】
充電中：赤く点灯
充電完了：緑色に点灯
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早分かりガイド

1.【電源ボタン】を押して、電源を入れます。

2.【�】を押して、言語（日本語）を選び、【SET】を押します。

3.【�】【�】【�】【�】で自宅都市のエリアを選び、【SET】を押します。

4.【�】【�】で自宅都市を選び、【SET】を押します。
• 日本で使う場合は“Tokyo”を選んでください。

5.【�】【�】でサマータイムの設定を選び、【SET】を押します。
• 日本で使う場合は“切”を選んでください。

6.【�】【�】で日時の表示スタイルの設定を選び、【SET】を押します。

7. 日付と時刻を合わせます。

8.【SET】を押します。
• 設定を終了します。

1

2, 3, 4, 5, 6, 7, 8

【�】

【�】

【�】 【�】

【SET】

画面メッセージの言語／日時を設定する

重要！ •お買い上げ後、初めて撮影する前に設定してください（詳しくは38ページ参照）。
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早分かりガイド

撮影する
（詳しくは40ページ参照）

【動作確認用ランプ】

【フォーカスフレーム】

オート撮影アイコン

3

21

1.【 】（REC）を押します。
• RECモードになり、撮影できる状態になります。
•【液晶モニター】に“ ”（オート撮影アイコン）が表示され
ます。

2. 撮影する被写体にカメラを向け、【液晶モニター】で確認
しながら【シャッター】を半押ししてピントを合わせま
す。

• ピントが合うと【フォーカスフレーム】が緑色になり、【動
作確認用ランプ】が緑色に点灯します。

3. カメラを固定し、静かに【シャッター】を押します。

市販のメモリーカードを使用する場合は、カメラでフォー
マットしたメモリーカードをご使用ください。メモリー
カードのフォーマットは137ページを参照してください。
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早分かりガイド

1.【 】（PLAY）を押します。
• PLAYモードになり、再生できる状態になります。

2.【�】【�】を押すと、記録したファイルの戻し／送りがで
きます。

撮影したファイルを見る（再生する）
（詳しくは96ページ参照）

1

2

1.【 】（PLAY）を押します。

2.【�】（  ）を押します。

3.【�】【�】を押して、消去したいファイルを選びます。

4.【�】【�】を押して、“消去”を選びます。
• 消去を中止したいときは、“キャンセル”を選んでください。

5.【SET】を押します。
• ファイルが消去されます。

撮影したファイルを消去する
（詳しくは116ページ参照）

1

2, 3, 4, 5


